
 1 

一般社団法人 日本リハビリテーション工学協会 

2017 年度第5回（通算第47回）理事会 議事録 

 

 

１．開催日時：2018（平成30）年3月11日（日）11:15～14:06（昼休憩12:00〜13:02） 

 

２．場  所：「加瀬の貸会議室」 ２階 第３会議室（横浜市港北区新横浜3-19-11 加瀬ビル88） 

 

３．審議事項および資料 

第１号議案（専権等の報告）新入会者の承認についてメールによる承認者の報告について 

第２号議案（専権等の報告）事業の後援および協賛に関する承認について（報告） 

第３号議案（専権等の報告）2017年度第4回業務執行報告（総務系） 

第４号議案（専権等の報告）2017年度第4回業務執行報告（事業系） 

第５号議案（専権等の報告）合同調整会議報告 

第６号議案（専権等の報告）次期編集委員の選出について 

第７号議案（決議）新入会者の承認について 

第８号議案（決議）会員フリーメールサービスの検討について 

第９号議案（決議）協会外ホームページリンク掲載の件 

第10号議案（決議）新規協賛依頼の件 

第11号議案（決議）第33回リハ工学カンファレンスinあつぎ要綱等の承認 

第12号議案（決議）福祉機器コンテスト2017事業報告と決算報告について 

第13号議案（決議）福祉機器コンテスト30周年記念事業の実施について 

第14号議案（決議）日本シーティング・コンサルタント協会から車椅子シーティングガイドラインの外部評価の依頼に

ついて 

第15号議案（決議）協会誌JST登載の公開基準 

第16号議案（決議）協会誌JST登載作業にかかる編集委員への協力要請および謝礼 

第17号議案（決議）関西支部の企画についての活動費申請 

 

４．理事総数   １４名 

  出席理事数  １３名 

会長（代表理事） 沖川悦三 

理事       石濱裕規、江原喜人、岡野善記、桂律也、金井謙介、剣持 悟、杉本昌子 

鈴木太、中村俊哉、麸澤孝、水澤二郎、山形茂生、 

監事    相川孝訓、赤澤康史 

事務局 深野栄子 

  欠席理事      吉田泰三 

※石濱理事（第4号議案より出席） 

 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

（１）定款第 49 条に基づき、議長となる会長の沖川悦三が本日の理事会は定数を満たしたので、有効に成立した旨を

告げたのち、開会の辞を述べた。 

（２）議事録署名人について、議長からの指名により、本日出席理事の岡野善記と杉本昌子の２名を選出した。 

 

第１号議案（専権等の報告）新入会者の承認についてメールによる承認者の報告について 

沖川会長より、2017年度第4回（通算第46回）理事会以降に専権事項とした2017年12月11日～12月31日、2018年

01月01日～02月28日の計6名（2017年度当初正会員1名、2017年度下半期正会員4名、2017年度下半期学生会員1

名）の入会が報告され追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

第２号議案（専権等の報告）事業の後援および協賛に関する承認について（報告） 
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沖川会長より、前回の理事会以降で、継続依頼のため専権事項として承認回答した後援・協賛依頼について報告され追

認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

・ 2018/01/16 後援 第34回日本義肢装具学会学術大会さまより「第34回日本義肢装具学会学術大会」（2018/11/10～11） 

・ 2018/01/27 後援 一般社団法人福祉用具活用相談センターさまより「（一社）福祉用具活用相談センターセミナー」

（2018/3/17） 

・ 2018/01/30 協賛 バイオメカニズム学会さまより「第39回バイオメカニズム学術講演会」（2018/11/10～11） 

・ 2018/02/15 後援 一般社団法人日本作業療法士協会さまより「第52回日本作業療法学会」（2018/9/7～9） 

・ 2018/02/27 後援 公益社団法人日本理学療法士協会さまより「第 53 回日本理学療法学術研修大会 in 茨城 2018」

（2018/5/25～26） 

 

第３号議案（専権等の報告）2017年度第4回業務執行報告（総務系） 

水澤副会長（総務）より、各業務執行理事の業務執行状況（2017年12月10日 ～ 2018年3月10日）が報告された。

なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

■ 会長／事務局担当：沖川 

・ 会計データ書式の問題点等について改善方法を検討しながら、決算処理に向け毎月の会計処理を行った。 

・ 後援・協賛依頼への承認回答を行った。※後援4件（継続）、協賛1件（継続）への回答送付 

・ 展示会出展における広報活動：H.C.R.2018の出展準備（申込）。 

・ 会員サービスの一環とし、迅速に情報を掲載した。 

・ 大規模災害リハビリテーション支援関連団体会議（第 43 回 JRAT 戦略会議（平成 29 年度第 2 回 JRAT 総会） 

(2017.12.14 石濱理事)、平成29年第4回JRAT研修企画委員会(2018.01,22 金井理事)）出席。 

■ 総務統括／規則選挙担当：水澤 

・ 各理事から提出いただいた2018年度事業計画（案）・予算要求書の取りまとめを行い、「2018年度事業計画（案）・予算

要求（素案の素）」に反映させた。 

・ 総務系理事に対して、理事会・総会担当理事からの指示の元、2/28を締切として業務執行報告書の提出を求めた（2017

年12月10日～2018年3月10日分）。 

■ 理事会・総会担当：江原 

・ 2017年度第4回（通算第46回）理事会議事録の取りまとめを行った。 

・ 2017年度第5回（通算第47回）理事会開催の取りまとめを行った。 

・ 2018年度事業計画案（素案）の資料取りまとめを行った。 

■ 財務担当：吉田 

・ 月ごとの予算執行状況の管理を行った。 

・ 2018.2．5に東京都内で来年度以降試行する予定の会計補助システムに関する打ち合わせを行った（会計士、岡野理事、

吉田理事）。あわせて現行の予算書と決算書の関連性を整理し、判読性の高い資料等について協議した。                                  

■ 広報・渉外担当：杉本 

・ 協会ホームページ （専門委員会） 

・WEBミーティングを実施した（1/15） 

・新HPの作成（マッピング・デザイン）を進めた。 

・来年度予算、作業進捗、来年度計画を検討した。 

・ 会員メールニュース：配信6件・新規追加登録6件・変更1件 

・ 会員フリーメールサービス：運用方針を作成し、理事会承認後サービスを開始する。 

 

第４号議案（専権等の報告）2017年度第4回業務執行報告（事業系） 

金井副会長（事業）より、各業務執行理事の業務執行状況（前回理事会（2017年12月10日）から本理事会前日（2018

年3月10日）まで）が報告された。なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

■ カンファレンス担当：剣持・鈴木 

・ 第32回神戸大会:後援・協賛団体に事業報告書を送付 

・ 第33回厚木大会の開催準備：演題募集開始（2/1-3/8）と広報、プレ大会を3/3に実施／実行委員会と打ち合わせ、英

語版演題募集要項を依頼（国際）。 

・ 第34回札幌大会開催準備：大会長等の就任依頼書／覚書の手続き中 

・ 講演論文集のISSN再登録申請を行い、番号付与の事前通知を受領 
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■ コンテスト担当：山形 

・ 福祉機器コンテスト2017結果報告書作成と協賛企業等への報告 

・ 福祉機器コンテスト30周年記念事業の企画・調整（企画・統括と調整） 

■ 協会誌担当：石濱・桂 

・ 協会誌vol.33 No.1を発行（協会FBで広報）、No.2以降の発行準備 

・ 第4回編集委員会（2018年1月13-14日）開催、Web会議も試験開催 

・ 次期編集委員の公募状況：現在3名（全員推薦あり） 

・ 査読体制：投稿論文5件（著者修正中1件、査読中1件、掲載予定2件、掲載1件） 

・ 電子化：J-STAGE説明会に参加、今年度内(平成30年3月まで)のJ-STAGE登載が可能だが諸課題有り（協会誌電子化登

載作業には全冊子の電子化と書誌情報の入力が必要、著作権譲渡手続や論文中の個人情報画像修正等） 

・ 協会HPのバックナンバー注文フォーム更新に関する検討 

■ 分科会・委員会担当：岡野 

・ 各支部の事務局員の確認と連絡先の確認 

・ バリアフリー展での展示及びセミナー対応について関西支部へ支援要請 

・ 意思伝達装置導入ガイドライン検討委員会設置 

・ 四国・中部支部事務局用メールアドレス設定 

■ 企画担当：中村・麩澤・金井 

・ バリアフリー2018の出展・ワークショップを関西支部に依頼、調整 

・ 新潟福祉機器展に関する調整：実行委員会及び岡野理事 

・ 災害対策セミナーの開催に向けた支部・委員会との調整（企画・事業統括） 

協賛企業の募集開始、協会WEBサイト等にて広報及び参加申込みを開始 

・ 合同シンポジウムの開催（企画・事業統括）：3/3厚木で開催 

・ 2018年度合同シンポジウムの開催地の検討及び調整を行った。 

■ 国際担当：桂・石濱 

・ RESNA関連：学生コンペ案内を協会誌に掲載、代表派遣は見送り 

・ CREATe ASIAの演題募集への対応、厚木大会を各団体へ案内               

 

第５号議案（専権等の報告）合同調整会議報告 

水澤副会長（総務）より、理事会前日3月10日（土）開催の合同調整会議の報告がされた。 

日時：2018年3月10日（土）13:00～17:00 

場所：「加瀬の貸会議室」 ８階 第７会議室 

出席者：沖川会長、水澤副会長（総務統括）、江原総会・理事会担当理事、岡野分科会・委員会担当理事、桂国際担当理

事、剣持カンファレンス担当理事、杉本広報・渉外担当理事、鈴木カンファレンス担当理事、中村企画担当理

事、麸澤企画担当理事、山形コンテスト担当理事（深野事務局長） 

【議題】 

１．「事業計画（案）並びに予算要求」～「事業計画・予算案」について 

２．会費の変更（値上げ）について 

 

■「2018年度事業計画及び収支予算」を策定するにあたり、事前に各業務執行理事より提出された「事業計画案」ならびに

これに伴う「予算要求」についての精査を行った。 

■事業計画案について 

・各業務執行理事が事業における要点についての説明を行ったが、どの事業も不要なものは計画しておらず、必要かつ十

分な計画案になっているという共通認識が得られた。 

■予算要求について 

・概ね妥当と判断できる要求額であり、現時点で大幅に要求額の変更を要する項目は見られなかった。 

・予算案作成にあたり、「理事活動費」、「企画推進経費」等の勘定科目及びその細目がどの事業予算にあたるかの判断が

付きにくい部分がある。その整理ならびに各理事におけるコンセンサスが必要である。 

■予算案について 

 ・懸案事項（予算書と決算書との整合化、経理事務処理の改善等）については、別途岡野財務副担当理事を中心に進めて

いただき、並行して、実効性のある予算の基本方針ならびに予算案の策定を進めることとした。 

■会費の変更（値上げ）について 

・本件についての会員の理解を得るための「値上げに関する根拠となり得る外的要因」の具体化、ならびに、「新規事業
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の運営、協会運営機能の拡充の促進、支部活動に対する支援の強化、事業収入の増加に繋がる各事業の展開等」に伴う

経費の必然性を提示すること。 

 

第６号議案（専権等の報告）次期編集委員の選出について 

協会誌担当の石濱理事、桂理事より、次期編集委員（任期：2018年4月〜2020年3月： 新規公募枠4名）について、

編集委員会による推薦と協会誌などによる公募を進め（公募締切：2 月末日）、現時点における公募者が報告され追認で

承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

■新規編集委員 

橋本 文子 (会員番号2715 エスティー社会福祉士事務所)  社会福祉士 

白石 充 (会員番号2657 株式会社 白石工務店) 

熊谷 晋一郎 (東京大学先端科学技術研究センター・東京大学バリアフリー支援室) 大学教員・医師 

 

■継続の編集委員 

岡田 裕生 編集委員長（川村義肢株式会社）  

西村 顕  副編集委員長（査読）（横浜市総合リハビリテーションセンター） 

徳田 良英 (帝京平成大学健康メディカル学部) 教員・理学療法士 

谷口 公友 （株式会社モルテン）研究員・義肢装具士 

菅野 智穂（ 東京大学 大学院 健康科学・看護学専攻）大学院生 

中村 和己（ 徳島大学病院 神経内科）言語聴覚士 

第７号議案（決議）新入会者の承認について 

沖川会長より、2017 年度第4回（通算第46回）理事会以降のメーリングリストによる確認及び承認をおこなった者以

降、今回の理事会までの入会者8名（2017年度当下半期正会員3名、2017年度当下半期学生会員5名）の入会について提

案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第８号議案（決議）会員フリーメールサービスの検討について 

広報・渉外担当の杉本理事より、今年度事業計画に挙げた、会員MLフリーサービスについて、告知文をHPに掲載し、

登録者へ案内し4月2日（月）より開始したいとの提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第９号議案（決議）協会外ホームページリンク掲載の件 

広報・渉外担当の杉本理事より、第一工業大学様から先方ホームページ（機械システム工学科関連リンク集に掲載され

る予定）にリハ工学協会ホームページのリンクを掲載したいとの依頼があり（大学教授より、リハ工協会を紹介いただき、

リンク掲載依頼の運びとなった）、学生への協会周知、会員登録促進につながると考え、承諾回答したいとの提案があっ

た。審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第一工業大学 

 〒899-4395 鹿児島県霧島市国分中央1-10-2 

 http://www.daiichi-koudai.ac.jp/kikai/kikai3.html?pid=25925 

 機会システム工学科関連リンク集 

 他掲載リンク：日本機械学会（JSME） 

        女性エンジニア交流会 

        メカジョ未来フォーラム 

        自動車技術会 

        日本材料学会 

        日本ロボット学会 

 

第10号議案（決議）新規協賛依頼の件 

広報・渉外担当の杉本理事より、新規の協賛依頼「LIFE2018」（一般社団法人日本生活支援工学会様）について報告さ

http://www.daiichi-koudai.ac.jp/kikai/kikai3.html?pid=25925
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れ、審議の結果承認された。 

 

名称：LIFE2018 

趣旨：人の生命・生活を維持・向上させるための生命関連分野、リハビリテーション・生活支援分野、生体計測・制御

分野等における技術研究開発、利用技術に関する講演・発表をもって社会貢献することをめざし、３学会（日本生活支

援工学会、日本機械学会、ライフサポート学会）で学術講演会を合同開催する。 

主催：一般社団法人日本生活支援工学会（幹事学会） 

   一般社団法人日本機械学会 

   一般社団法人ライフサポート学会 

大会長：川澄 正史（東京電機大学） 

    山本 創太（芝浦工業大学） 

    嶋津 秀昭（杏林大学） 

期日：2018年9月6日（木）～9月8日（土） 

場所：早稲田大学 西早稲田キャンパス（東京都新宿区） 

参加登録費：一般（会員・協賛学会員8,000円、非会員14,000円） 

      学生（会員・協賛学会員4,000円、非会員8,000円） 

＊回答期限＊平成30年4月末日 

承認後、HP掲載および会員MLにて案内予定 

 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第11号議案（決議）第33回リハ工学カンファレンスinあつぎ要綱等の承認 

カンファレンス担当の剣持理事、鈴木理事より、第33回リハ工学カンファレンスinあつぎの要綱一式（実行委員会規

約、実行委員会名簿、事業要綱、実施要領、収支予算書）が提案され、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第12号議案（決議）福祉機器コンテスト2017事業報告と決算報告について 

コンテスト担当の山形理事より、福祉機器コンテスト 2017 事業報告と決算報告が提示され、審議の結果、満場一致で

承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第13号議案（決議）福祉機器コンテスト30周年記念事業の実施について 

コンテスト担当の山形理事より、福祉機器コンテスト 30 周年記念事業（案）が提示され、審議の結果、満場一致で承

認された。 

 

① 過去の福祉機器コンテスト受賞作品の展示について 

（第33回リハ工カンファレンスinあつぎ実行委員会及びカンファレンス担当理事と展示スペース等の調整） 

② 過去の福祉機器コンテスト受賞者を交えたシンポジウムについて 

（第33回リハ工カンファレンスinあつぎ実行委員会及びカンファレンス担当理事と時間と場所の調整） 

 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第14号議案（決議）日本シーティング・コンサルタント協会から車椅子シーティングガイドラインの外部評価の依頼につい

て 

沖川会長より、日本シーティング・コンサルタント協会から車椅子シーティングガイドラインの外部評価委員を推薦し

てほしいとの依頼があり、委員会を立ち上げて対応するか、委員のみを推薦するかも含めて提案があった。審議の結果、

車いすSIGとSIG姿勢保持に1名ずつ推薦してもらい、会長から先方に推薦人数を確認したうえで回答することが満場一

致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第15号議案（決議）協会誌JST登載の公開基準 

協会誌担当の石濱理事、桂理事より、2006.Vol21.No4以降の投稿記事を公開対象とし、平成29年度登載希望での国立研
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究開発法人 科学技術振興機構運営のJ-STAGE サービス利用申し込みについて承認（第37回理事会）され、その後、先方

より連絡があり平成30年3月までのJ-STAGE登載が可能となり、説明会に参加後、書誌情報生成ツールが提供され、登載

は、PDFデータと書誌情報の入力によりなされるため、創刊号からの書誌情報を文献検索対象（公開有無は別）とするには、

全ての原稿の電子化が必要(完了見込みあり)であるが、公開範囲は、記事種類ごとに設定でき、投稿／依頼記事毎の公開

基準を設定する必要があることが提案された。審議の結果、2006. Vol21.No4以降の投稿記事、特集記事とも認証ありでス

タートし、後日必要に応じて投稿記事のみオープンアクセスに変更するということが、満場一致で承認された。 

 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第16号議案（決議）協会誌JST登載作業にかかる編集委員への協力要請および謝礼 

協会誌担当の石濱理事、桂理事より、協会誌のJSTのHP上での書誌情報登載に相応の手間と時間がかかることが判明し

ており、編集委員会有志あるいは印刷元へ委託するにあたり、委託費（謝礼）として、作業委託費を来年度計上したい旨

の提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

 

電子化済協会誌の J-STAGE Web サイトへの登載作業にかかる作業委託費（１号につき、1000 円相当の謝礼）110,000

円 

 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第17号議案（決議）関西支部の企画についての活動費申請 

委員会・分科会担当の岡野理事より、活動費の申請（関西支部）についての提案があり、審議の結果、満場一致で承認

された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

■関西支部 

2018 年 5月26 日、大阪府大阪市で開催予定の日本リハビリテーション工学協会関西支部主催のセミナーの実施とそれに

関わる企画運営。 

 

 

議長は、以上をもって一般社団法人日本リハビリテーション工学協会の2017（平成29）年度第5回（通算第47回）理事会

に関する全ての議事を終了した旨を述べ、閉会を宣した。（14時06分） 

 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため、議長並びに議事録署名人は次に署名又は記名・押印する。 

 

2018年3月11日 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会平成29年度第5回理事会 

 

 議    長 沖川悦三 

 

 議事録署名人 岡野善記 

 

 議事録署名人 杉本昌子 


